
か
る
方
法
論
上
の
譲
嫁
の
上
に
築
か
れ
な
い
此
論
は
砂
上
の
殿
堂
に
過
ぎ

な
い
。
し
か
し
私
白
　
身
に
慌
て
は
此
・
下
張
が
よ
り
て
立
つ
燐
の
論
擦
が
な

い
で
な
い
。
た
穿
既
論
擦
の
叙
述
に
は
更
に
研
銭
を
撫
へ
て
筆
を
漸
に
す

る
必
要
が
あ
る
と
動
ず
る
。
從
ひ
て
、
此
小
篇
は
い
ま
の
脈
依
然
騰
礎
の

な
い
も
の
と
し
て
羅
く
よ
り
仕
方
が
な
い
。

心
能
の
相
關
研
究
上
の
一
問
題

楢
崎
淺
太
郎

363

　
　
　
隅
　
心
象
の
相
關
研
究
勃
興
の
理
由

　
所
謂
京
童
的
心
理
學
は
、
精
紳
現
象
の
普
遍
的
性
質
を

閾
明
し
よ
う
と
し
て
、
先
づ
復
離
な
る
精
紳
過
程
を
分
析

し
て
普
遍
的
の
意
味
を
有
す
る
要
素
的
過
程
と
回
し
其
過

程
の
合
成
に
依
っ
て
具
量
的
精
瀞
現
象
を
理
解
し
設
明
せ

ん
と
し
て
居
る
。
さ
れ
ど
精
髄
現
象
の
一
議
普
遍
的
な
認

識
に
進
ま
ん
と
欲
す
る
な
ら
ば
、
要
素
的
過
程
糀
詰
問
の

必
然
的
蘭
係
を
明
に
し
て
、
＝
疋
の
法
論
を
定
め
、
更
に

其
法
皇
を
統
一
す
る
概
念
に
ま
で
達
せ
な
け
れ
ば
な
ら

顧
。
而
し
て
心
理
學
の
分
析
的
研
究
は
、
要
素
蘭
過
程
の

閥
に
親
密
な
る
相
關
（
O
o
幕
葱
皆
謬
）
の
存
在
せ
る
こ
と
を

　
　
　
　
　
雑
　
　
　
　
録

豫
温
し
て
居
る
。
然
る
に
要
素
的
過
程
相
互
の
關
係
並
に

要
素
的
過
程
と
複
難
な
る
精
紳
過
程
と
の
問
の
蘭
係
は
、

多
く
は
臆
測
に
止
う
、
未
だ
充
分
に
平
攻
せ
ら
れ
、
謹
明

せ
ら
れ
て
は
居
ら
顧
。
こ
の
關
係
の
不
明
な
の
は
ス
ビ
ヤ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

マ
ン
の
云
つ
力
蓮
ウ
（
三
二
百
二
；
二
百
三
頁
）
科
學
的

心
理
學
の
一
大
賜
織
で
あ
る
。

　
家
に
通
俗
の
一
般
的
謹
明
に
よ
れ
ば
、
あ
る
特
殊
心
能

の
優
秀
な
る
竜
の
は
、
他
の
特
殊
の
事
柄
の
続
行
に
於
て

竜
亦
幾
許
か
優
良
で
あ
る
と
確
信
し
て
居
る
。
換
言
せ
ば

そ
の
相
關
は
、
あ
ろ
特
殊
の
心
能
の
問
に
ば
か
う
存
在
し

て
居
る
の
だ
と
信
じ
て
居
る
。
之
に
加
へ
て
通
俗
の
見
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
慨
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
三
號

は
、
あ
る
一
事
に
優
秀
な
る
心
底
を
現
す
竜
の
は
、
侮
事

に
も
優
秀
な
う
と
患
っ
て
居
る
。
こ
の
見
解
は
侮
か
あ
る

普
遍
的
性
質
を
有
す
る
一
個
の
優
秀
性
の
存
在
を
許
し
、
・

之
が
あ
ら
ゆ
る
心
能
に
影
馨
を
與
へ
て
、
す
べ
て
の
心
能

を
優
秀
化
す
る
の
で
あ
る
と
忽
考
す
る
の
で
、
即
ち
心
的

相
圏
は
あ
ら
ゆ
る
営
業
問
に
襟
在
せ
る
と
と
を
暗
々
裡
に

豫
慰
し
て
居
る
。
然
る
に
科
學
的
心
理
學
は
、
斯
の
如
き

へ
　
ゆ
　
ヘ
　
マ
　
へ

一
般
的
騰
係
を
承
認
す
る
に
躊
躇
し
．
叉
普
通
に
叡
麹
（
屑

瓦
落
q
Q
①
轟
）
と
貸
せ
ら
る
㌧
も
の
は
、
多
く
の
良
好
盛
る

傾
向
の
偶
然
的
の
典
存
に
過
ぎ
諏
と
思
っ
て
居
る
心
理
學

　
　
　
　
　
　
ラ

者
竜
少
く
な
い
（
一
五
十
一
頁
）
。

　
上
の
通
俗
の
見
解
と
相
類
似
せ
る
思
想
は
、
　
一
部
の
實

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ソ
ぶ
ル
テ
ス
ト

験
心
理
學
者
の
中
に
竜
あ
る
。
此
等
の
人
々
は
精
留
槍
査

の
際
起
る
心
的
活
動
を
以
て
、
心
的
活
動
の
一
般
作
用
及

び
其
過
程
を
代
表
せ
し
む
る
こ
と
が
出
則
る
と
信
じ
て
居

る
。
例
へ
ば
心
疎
肥
の
賄
迷
度
、
正
確
晒
度
、
規
期
度
盤
寸
曾
驚
佃

入
の
あ
る
墓
本
的
観
性
を
代
表
し
、
此
等
は
其
鋼
入
の
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
穴

ら
ゆ
る
行
動
を
支
配
す
る
も
の
と
考
へ
て
居
る
。
こ
の
豫

想
の
一
例
は
、
已
に
ウ
イ
ス
ク
ー
が
指
摘
し
だ
檬
に
心
理

學
の
器
質
論
に
於
て
、
開
に
認
め
る
こ
と
か
禺
褒
る
。
侮

れ
の
氣
質
論
を
見
る
も
、
共
根
抵
に
於
て
、
各
個
人
を
心

的
過
言
の
強
度
及
び
急
度
に
準
じ
て
、
分
類
す
る
こ
と
の

可
能
を
許
し
て
居
る
。
こ
の
學
読
は
行
動
の
蓮
度
と
域
情

と
が
、
あ
る
淋
秘
的
方
法
に
よ
登
結
合
せ
ら
れ
、
よ
っ
て

以
て
吾
人
の
各
瞬
問
の
行
動
に
一
定
の
歩
調
を
輿
へ
る
竜

の
な
う
と
の
厨
家
の
根
深
き
信
仰
に
培
養
せ
ら
れ
て
居

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
や
　
や

る
。
顧
れ
ば
長
い
間
心
理
學
上
の
思
想
は
、
質
的
方
面
に

没
頭
し
て
、
心
的
事
序
の
共
通
な
る
性
質
を
駿
見
せ
ん
と

苦
心
し
於
。
三
っ
て
一
瞥
實
に
普
遍
的
意
義
を
必
然
的
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぬ
　
ち

附
号
す
る
様
な
習
慣
に
な
つ
カ
。
乙
の
態
度
は
景
的
問
題

を
取
扱
ふ
際
に
竜
考
慮
を
用
ひ
ず
し
て
、
直
に
探
用
せ
ら

れ
た
。
．
即
ち
實
駿
心
理
學
者
は
反
撃
時
・
知
畳
敷
。
動
作
の

精
確
度
を
、
個
人
の
特
徴
と
考
へ
、
叉
総
べ
て
の
動
作
に

封
ず
る
共
通
の
特
徴
と
し
て
考
へ
る
様
に
な
っ
た
。
約
言
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ぜ
ば
各
個
人
を
幾
個
か
の
一
般
的
標
式
に
投
入
し
て
見
て

居
る
（
ご
五
十
五
i
五
十
六
頁
）
。
さ
れ
ど
吾
等
は
其
見
方

の
科
學
機
根
叢
を
要
求
す
る
。

　
最
後
に
之
は
輕
い
理
歯
と
な
る
の
で
あ
る
が
、
實
駒
心

理
學
・
實
験
敏
育
學
の
研
究
の
結
果
の
庭
理
の
上
か
ら
見

る
に
、
多
く
の
實
駒
揚
に
於
て
瞼
査
せ
ら
れ
た
る
心
能
の

結
果
は
、
頗
る
多
量
に
蓄
積
せ
ら
れ
、
其
相
互
問
の
關
係

の
研
究
を
期
待
し
て
居
る
。
而
し
て
之
に
進
む
第
一
歩
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

心
能
相
關
の
研
究
で
あ
る
（
一
二
！
二
頁
）
。

　
以
上
述
べ
鬼
襟
に
、
心
能
梢
閥
の
研
究
は
、
心
理
學
…
進

歩
の
必
然
の
径
路
か
ら
見
る
竜
、
通
俗
の
見
解
及
び
一
部

の
實
験
心
理
學
者
の
豫
想
の
槍
謹
か
ら
見
る
竜
、
亦
實
験

場
に
於
け
る
研
究
材
料
か
ら
見
る
竜
、
避
く
可
ら
ざ
る
趨

勢
で
あ
る
。
而
し
て
若
し
心
置
絹
關
の
事
實
が
明
に
な
つ

π
な
ら
ば
、
心
身
學
の
最
大
問
題
の
一
で
あ
る
乱
蓉
。
㌣

凄
蔓
募
舘
琶
窪
仲
a
襲
帰
陣
ぐ
噂
の
疑
問
に
答
ふ
る
一
部
の
有

力
な
る
資
料
と
な
う
、
亦
心
理
學
組
織
の
輔
根
抵
を
得
ら

　
　
　
　
　
難
　
　
　
　
鋒

る
㌦
で
竜
あ
ら
5
。

　
　
　
旧
職
　
相
闘
の
意
義

　
一
個
膿
（
甲
）
内
評
は
あ
る
關
係
あ
る
欄
智
慧
（
甲
、
乙
）

に
二
個
の
特
徴
が
あ
っ
て
、
共
一
方
の
畢
均
蟹
（
〃
）
が
他

方
の
選
べ
る
領
（
の
）
の
函
緻
で
あ
る
時
は
、
こ
の
爾
特
徴

　
　
へ
　
あ

問
に
相
爾
が
あ
る
と
い
ふ
の
で
あ
る
。
蔀
ち
㌣
U
黛
ミ
）
な

る
關
係
が
成
立
す
れ
ば
聾
者
に
相
關
が
あ
る
。
併
し
こ
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

關
係
は
一
義
的
若
し
く
ば
必
然
的
で
な
く
、
何
等
か
の
蓋

や
　
や
　
や
　
ゆ

然
的
關
係
を
示
す
に
過
ぎ
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ
　
ゑ
　
お
　
ぬ

　
こ
の
相
輿
の
意
義
に
於
て
「
蓋
然
的
關
係
」
の
概
念
は

甚
だ
重
要
で
あ
る
。
正
確
科
學
に
於
け
る
機
能
の
閥
係
は
、

ゐ
　
ゆ
　
ま
　
や
　
も
　
ゑ
　
ゑ
　
ゑ

必
然
的
一
致
の
關
係
で
あ
る
が
、
心
理
學
に
於
け
る
相
關

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
　
ゆ
　
や
　
や
　
な

度
は
、
a
及
び
b
な
る
二
種
の
心
的
特
徴
の
特
殊
な
る
一

も
　
　
や
　
　
を
　
　
ゑ
　
　
や
　
　
ゑ
　
　
ゑ
　
　
あ
　
　
む
　
　
ゐ

致
の
關
係
の
蓋
然
の
程
度
で
あ
る
（
鼠
Φ
σ
脅
き
ゆ
算
象
Φ

嵩
簿
謎
◎
｝
蚤
巳
惹
疑
。
一
酔
鳥
。
自
・
馨
①
賦
亀
窪
箇
絹
馨
営
影
①
ロ
財
諺
σ
Q
。
・

三
碧
ぎ
目
茎
銭
財
）
。
一
致
の
卑
属
に
あ
る
二
の
特
徴
が

同
嚇
の
方
向
に
進
む
時
は
、
積
極
的
相
瀾
と
い
ひ
、
反
勢

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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暫
　
學
　
研
　
究
　
　
第
三
號

の
方
向
に
進
む
時
は
、
沿
…
極
的
相
關
と
呼
ば
れ
て
居
る
。
積

極
的
相
謝
の
揚
合
に
は
、
縮
重
度
は
附
録
q
ゆ
の
公
式
に
よ

れ
ば
、
（
O
l
＋
同
）
の
聞
に
存
し
、
詩
心
的
の
時
に
は
（
O
一

＋
μ
）
の
聞
に
あ
る
。
か
＼
る
意
味
に
於
け
る
相
關
の
程
度

　
　
　
　
　
　
　
　
ガ
イ
ス
ぬ
ア
イ
れ
グ
ヘ
ラ
イ
ス
ト
ソ
ダ
ユ
レ
ラ
　
ア
ぜ
オ
ソ
ス
ホ
ル
シ
み
ソ
グ

を
心
能
に
就
き
研
究
す
る
こ
と
を
、
心
能
の
相
關
研
究

奮
図
霞
多
ぎ
敗
塁
。
一
謬
σ
q
σ
登
⑦
警
σ
登
霞
竃
簿
諺
α
⇔
窪
と

い
ム
の
で
あ
る
（
四
一
一
百
八
十
一
こ
百
八
十
五
頁
）
。
（
心
能

及
び
相
圏
の
韓
語
は
甚
だ
生
硬
で
あ
る
け
れ
ど
、
唯
簡
短

な
る
が
た
め
に
暫
時
か
く
課
し
て
置
く
）
。

　
　
　
羅
　
心
能
相
關
研
究
に
於
け
る
第
一
期
の
問
題

、
心
能
の
霜
關
研
究
は
．
千
八
百
八
十
九
年
か
ら
千
九
百

三
年
ま
で
の
拾
五
ケ
年
問
を
第
一
期
と
し
て
恰
竜
其
準
備

期
の
様
な
情
態
を
呈
し
、
千
九
百
四
年
差
ム
、
更
に
方
法

上
に
扁
大
革
新
を
起
し
て
第
二
期
に
進
み
、
今
盛
に
研
究

論
議
せ
ら
れ
て
居
る
。

　
第
帰
期
に
於
け
る
心
能
相
關
研
究
の
歴
更
は
、
ス
ピ
や

即
ン
に
・
よ
っ
て
詳
細
皿
に
記
蓮
せ
ら
れ
・
て
居
る
（
一
二
二
百
山
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

一
⊥
一
百
十
九
頁
）
。
今
之
の
交
譲
並
に
他
の
薯
書
に
温
き
こ

の
期
聞
の
研
究
の
方
向
と
結
果
を
概
括
し
て
見
る
と
次
の

憶
う
で
あ
る
。

　
一
般
の
枳
關
の
澗
題
及
び
其
研
究
方
法
を
創
意
し
、
且

つ
之
を
登
閉
せ
し
め
禿
功
績
は
、
殆
ん
ど
憂
く
之
を
英
國

の
學
者
に
蹄
せ
ね
ば
ぼ
ら
顧
。
而
し
て
奨
學
者
と
は
、
フ

ラ
ン
シ
ス
。
ガ
〃
塾
ン
及
び
二
巴
涙
の
人
々
で
あ
る
。
ガ
ル

｝
ン
の
學
涙
は
職
會
生
物
學
・
優
種
學
上
の
興
味
か
ら
、
縄

え
ず
栢
鞠
問
題
に
肉
薄
し
、
ピ
ヤ
ソ
ン
は
其
解
決
に
必
須

な
計
箪
法
を
完
成
す
る
こ
と
に
大
な
る
努
力
を
し
π
。
そ

し
て
ビ
ヤ
ソ
ン
及
び
其
共
同
研
究
者
は
、
其
計
三
法
を
多

数
の
材
料
に
適
用
し
て
、
實
行
書
の
効
果
を
謹
明
し
π
。

　
心
能
の
相
關
に
封
し
て
、
初
め
て
繋
駕
離
の
曙
示
を
輿

へ
授
の
竜
郷
ガ
ル
レ
ン
で
あ
る
。
氏
は
、
優
秀
な
る
能
力

を
有
す
る
入
は
重
景
の
差
異
の
愛
別
に
於
て
も
亦
優
秀
な

ム
と
述
べ
、
叉
他
の
繰
合
に
於
て
は
、
精
聯
帯
査
と
智
力

と
の
關
係
の
研
究
の
望
設
し
い
之
と
を
止
し
て
居
る
。
心
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能
根
關
に
嘉
す
る
最
竜
古
い
鼻
塞
は
、
千
八
百
八
十
九
年

工
｝
戸
ン
の
登
表
し
力
交
献
に
見
る
こ
と
が
出
來
る
。
共

　
　
　
　
　
　
　
お
　
あ
　
　
　
ヘ
　
　
ヤ
　
　
　
ゐ
　
ま
　
な
　
や
　
　
ゑ
　
つ
　
　
む
　
や
　
ゆ
　
ゆ

結
果
に
よ
れ
ば
、
知
畳
・
記
億
・
蓮
動
作
用
は
互
に
正
比
の

ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ら
　
ゐ
　
　
ま
　
へ
　
も
　
ゆ
　
ヵ
　
ゑ
　
な
　
ゑ
　
も
　
ゑ
　
ゑ
　
　
へ
　
ゆ
　
や
　
ち
　
も

關
係
が
あ
ウ
、
聯
想
と
此
等
の
者
の
聞
に
は
、
寧
ろ
反
比
の

ヘ
　
へ
　
や
　
や
　
へ

翻
係
が
あ
る
。
ガ
ル
ト
ン
の
希
望
し
掩
精
早
藤
査
と
智
力

と
の
比
較
を
ご
具
面
目
に
腰
あ
て
試
み
た
の
は
、
ボ
《

ン
で
あ
る
。
ボ
戸
ト
ン
の
研
究
の
結
果
に
よ
れ
ば
、
記
憶

の
量
は
智
力
の
襲
蓬
よ
ム
竜
、
む
し
ろ
一
隻
年
齢
の
塘
加

と
密
接
に
二
丁
し
、
叉
注
意
の
指
籔
と
竜
な
る
。
さ
れ
ど

智
力
は
必
ず
し
竜
注
意
の
集
中
力
を
要
す
る
竜
の
で
な
い

．
と
の
結
論
に
達
し
た
。
此
等
の
結
果
は
多
く
の
近
代
心
理

學
者
の
見
地
と
鏡
き
反
鍋
を
示
し
、
殊
に
智
．
カ
の
本
質
を

注
意
に
鶴
着
せ
し
め
て
居
る
ヴ
ン
ト
の
見
解
と
大
な
る
反

野
を
呈
す
る
の
で
あ
る
。
か
く
の
如
く
心
能
相
麗
の
研
究

は
、
從
來
豫
想
せ
ら
れ
て
総
力
精
勤
作
用
相
互
闘
の
關
係

に
疑
問
を
起
さ
し
め
、
之
に
謁
す
る
研
究
心
を
刺
戟
し
カ

と
と
が
少
く
な
か
つ
π
。
こ
れ
が
だ
め
に
其
後
多
く
の
班

　
　
　
　
　
艦
　
　
　
録

究
が
陸
績
磯
表
せ
ら
る
＼
に
至
つ
カ
、
余
は
今
試
に
第
一

期
の
研
究
者
及
び
其
重
要
な
結
果
を
概
曝
し
得
る
様
に
表

記
し
て
見
る
。

　
第
一
表
を
見
る
と
知
力
及
び
學
綾
の
席
次
と
個
々
の
心

能
と
の
問
に
は
、
積
極
的
封
態
（
℃
。
融
針
蕗
8
鐸
霧
℃
8
や

㊦
じ
8
）
を
肯
定
す
る
研
究
者
の
歎
が
多
い
が
、
少
歎
の
研

究
者
は
之
と
全
く
反
命
に
漕
…
極
的
謝
意
（
じ
Φ
㈹
纂
写
Φ
8
同
7

＄
℃
窪
負
窪
8
）
を
主
張
し
、
叉
は
勤
懸
の
存
在
を
否
定
し

て
居
る
。
就
中
虹
ハ
雄
峰
は
ビ
ネ
蔓
、
バ
シ
ヅ
ー
3
、
弾
グ
レ

｝
、
シ
書
シ
碧
ア
蓄
氏
で
あ
る
、
次
に
個
や
の
心
能
の
相
關

を
示
し
控
書
二
表
を
見
る
に
、
翻
起
せ
し
あ
た
三

厩
　
一
　
表

聞
費
せ
し
め
だ
心
龍

知知力優
　　秀
：力力な
　　ゑ
　　liじ
露
量
の
錘
珊

注
意
の
集
巾

艶
憶

積
極
的
錨
穂
あ

り
と
な
す
観
究

家（
訣
二
【
O
】
｝

¢
雛
げ
。
暮

ご
O
P
融
弼
O
一
重
O
羅

ゑ
は
げ
◎
＃
…
の
一
附
旨
鑑

膨
甥
亀
段
O
財
帥
鐸
Φ

櫓
極
的
劃
慮

あ
り
と
な
す

研
究
家

1よも如

す存何
研准な
究せる
家ず封
　と慮

九
九

切
。
詳
。
ロ

切
営
客

窪
翫
O
げ
一
恥
O

臨
O
瀞
㏄
げ
O
肖
O

¢
品
δ
冠

¢野

c
糞
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欝
　
　
學
　
　
薩
　
　
究
　
　
　
第
蕊

知
　
力
　
　
反
町
時

轟
　
コ
　
　
大
さ
と
重
さ

塗
　
　
謬
ノ

　
　
　
　
　
の
聯
想

知
　
　
山
刀
　
　
　
　
注
一
越
の
慶
さ

學
校
の
席
次
復
合
智
〔
暁
鰍

學
校
の
席
次
記
憶

學
狡
の
席
次
聯
惣

鳳撃

Z
の
席
次
年
鮎
師

學
校
の
席
次
脅
牲
育
的
馨
〃
縫
　

學
校
の
席
次
稟
質

風甲

i
の
由
雁
次
打
淋
潴
の
棟
罵
度

知
力
・
雛
藝
ご
の

知
　
力
　
　
鯛
雄

知
　
力
　
　
痛
発

猫
　
力
　
　
伽
算

　　

ﾍ
　
鋤
ヨ
ド
の
分

知
力
　
雛
談
．

知
力
　
鯛
畳
の
辮
溺

（
嵩
一
一
）
Φ
一
．
暦
一

】
）
門
O
雛
砂
一
つ
曝

Ω
門
一
二
二
屡
微

麟
げ
げ
一
謬
鴉
7
ヨ
0
9

匿
こ
げ
凶
ご
σ
⇒
げ
楚
輩
砂

跨
ご
げ
一
影
駐
養
ゴ
ニ
ュ

〆
1
、
一
Φ
固
訟
彫
欝

毒
冨
駐
鑓
瀞

ノ
鴫
陣
O
吋
硫
筐
齢

鵠
貯
霧

】W

ﾌ
醜
O
げ
一
創
①

緊
貯
翻
℃
費
昨
減
O
犀

O
跨
ピ
Φ
嵩

男
。
霞
8

Q
葭
鑓
騎
寛

麟
貯
押
娼
墨
書
O
鐸

国
貯
岡
肖
嬉
a
嵩
O
閥

ヒ讐

剳

第
　
二
　
表

　
號

冨
営
轟

】W

ｰ
ω
（
瀞
げ
一
二
Φ

μ

譲
同
δ
ぴ

｝W

ﾈ
澱
◎
『
凶
獅
O

㎏W

ｩ
剛
亀

尉
貯
露

一
〇
〇

出
爪
せ
し
め
た
心
刊

記知詑知知

憶蜷憶畳畳

遽
十
能

認
憶
の
量

詑
憶
の
量

再
認
識

再
認
識

辮
甥
形
の
錨
畳

形
の
錯
登

色
の
舘
畳

丈
字
の
採
殺

記
憶
蓮
鋤
能

蓬
動
能

騰
想
聯
想
聯
惣
隼
齢
注
意
の
集
中

建
治
麟
別
聯
想
聯
想
色
の
錯
畳

重
さ
の
錯
畳

重
さ
の
錯
畳

衡
算

籍
則
、
緑
…
的
劉
麿
ぎ
乃

琴
と
な
す
跡
究

家○
鶏
一
；

○
二
間

○
笛
毎

嗣W

n
門
岬
る
ワ
切
O
潔
O
昌

切
。
隙
歯

切
〇
一
ε
譜

日W

n
鋸
犀
缶
O
⇒

ご
蟹
O
訂
慰
飾
O
冨

矯
〇
一
一
吋
伽
O
潟

切
ぢ
簿

清
明
的
蜀
瞼
噺
如
傭
り
な
る
聾
騰
．

あ
罎
と
な
ナ
も
存
在
せ
ず
と
・

’
碍
．
究
吻
あ
　
　
　
な
す
研
究
家

O
o
ミ
笥

O
◎
年
⇒

0
9
旨

m脚

U
帥
g
㌘
げ
O
N
Φ

こ
Q
の
診
。
ワ
ゲ
O
N
Φ

O
Q
㊦
瀞
び
げ
O
目
Φ

能
の
相
違
に
よ
う
て
、
積
極
的
・
或
は
忌
避
的
欝
、
鷹
が
あ

り
中
に
は
全
く
封
鷹
を
敏
く
も
の
竜
あ
る
が
、
研
究
者
に

依
っ
て
其
結
果
を
異
に
す
る
様
な
芝
は
な
い
。
此
等
の
結
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果
に
よ
れ
ば
糟
紳
士
査
に
よ
ウ
て
測
定
し
だ
、
心
能
と
複
難

な
る
精
榊
作
用
と
の
相
舗
に
封
し
て
は
、
未
だ
積
極
的
の

結
論
を
下
す
こ
と
が
繊
來
な
い
。
カ
と
へ
一
部
に
つ
き
て

　
　
　
　
　
　
や
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゑ

出
來
て
竜
唯
其
傾
向
を
云
々
し
得
う
に
止
っ
て
、
之
を
量

へ的
に
言
表
す
る
こ
と
は
発
く
不
可
能
で
あ
っ
た
。
只
、
干

九
百
年
ウ
イ
ス
ラ
『
が
、
こ
の
關
係
を
示
す
に
附
録
的
の

公
式
を
初
あ
て
適
用
…
し
て
、
量
的
に
言
ひ
表
は
し
て
居
る

（
二
六
十
一
一
六
十
二
頁
）
の
み
で
あ
る
。
加
之
多
く
の
確

實
な
る
研
究
者
は
、
卦
癒
の
存
在
を
絶
覇
に
否
定
せ
ん
と

す
る
傾
向
が
、
千
九
百
年
前
後
の
研
究
に
次
第
に
増
加
し

て
居
る
。
こ
れ
は
果
し
て
眞
の
事
實
を
示
し
て
居
る
か
。

　
　
　
四
　
功
能
稲
蘭
研
究
に
於
け
る
第
二
期
の
問
題

　
ス
ゼ
ヤ
マ
ソ
は
從
來
多
数
の
研
究
が
、
非
常
な
る
熟
心

と
多
大
な
る
努
力
と
に
よ
る
竜
、
総
精
確
な
る
結
論
に
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
ゆ
　
ゆ
　
ぬ

し
得
な
か
っ
た
の
は
、
其
研
究
法
が
素
入
離
れ
を
し
蒙
か

つ
泥
織
に
あ
う
と
し
、
ハ
ウ
ス
ド
ル
フ
、
ジ
ツ
プ
ス
の
指

導
を
受
け
、
相
潔
斎
の
箪
出
方
法
を
工
夫
し
て
千
九
百
四

　
　
　
　
　
雑
　
　
　
　
鋒

年
に
登
表
し
カ
（
五
七
十
二
一
百
一
頁
）
。
こ
れ
は
心
能
根

開
醗
究
の
第
二
期
の
初
頭
に
於
け
る
重
要
な
る
貢
献
の
一

で
あ
る
乃
氏
は
こ
の
研
究
に
於
て
精
確
な
る
測
定
の
困
難

な
る
特
徴
（
精
血
現
象
の
如
し
）
問
の
相
盛
度
を
確
定
す

る
に
適
急
な
る
計
算
法
、
翔
ち
純
心
理
的
資
料
に
適
用
し

得
丸
き
祁
關
計
算
法
を
襲
遽
せ
し
め
、
且
つ
観
察
の
錯
誤

　
　
　
　
　
　
を
　
ち
　
へ

を
除
去
す
べ
き
補
助
法
を
竜
案
出
し
π
。
其
後
に
於
け
る

心
能
棚
糊
研
究
上
の
一
大
中
鷺
は
、
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の
此
の

文
献
に
負
ふ
燐
が
甚
だ
大
で
あ
る
。

　
謡
い
て
氏
は
更
に
心
能
相
闘
…
研
究
上
に
意
気
す
可
ら
ざ

る
一
大
論
文
を
公
に
し
、
智
納
作
用
の
心
理
學
上
、
最
も

興
亡
め
る
問
題
を
提
出
し
π
（
三
二
百
一
一
二
百
九
十
三

頁
）
。
此
の
耕
究
に
於
て
、
ス
ピ
ヤ
マ
ン
は
音
、
光
、
重
に

…封

ｸ
る
識
甥
閾
、
學
科
成
績
、
譲
葉
校
の
一
般
成
績
、
一

般
智
力
、
常
識
を
評
定
し
、
此
等
相
互
の
粗
銀
な
る
相
開

系
言
及
種
々
の
錯
誤
を
除
去
し
た
訂
正
相
瀾
系
数
、
蓋
然

錯
差
等
を
算
出
し
、
其
結
果
戚
畳
一
息
別
相
互
間
並
に
之

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
一
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欝
　
學
　
弼
　
究
　
　
第
三
號

と
複
維
ぼ
る
知
的
活
動
と
の
間
の
一
定
の
編
關
の
・
存
在
を

確
答
し
た
（
第
三
表
見
照
）
。
之
に
依
っ
て
第
一
期
の
絡
に

起
つ
π
相
關
の
否
定
的
傾
向
は
打
破
せ
ら
れ
沁
の
で
あ

る
。　
繋
田
撫

藩
　
謬
　
鎌

テ

骸・s’it葺

卜　　　〉

　　÷
Nhい穆

ぴ

　鞍

s
寒
熱
ゑ
蒙
翼
壁
魚
雷
翻
案
轡

融
。
繋
藝

瑠
O
藁
澆

鱒
e
婁
漣

噛
6
重
扇

麟
㊦
重
土

濠
㊦
叢
の
遵
｝

遡
§
馨
澆

　
ミ

爵
e
繋
漫

滞
。
繋
澆

冶
㊦
馨
淫

滞
e
業
薩

齢
。
繋
謹

鱒
3
藁
謬

瓢
馳
｝

暴
曇
藤
鎖

濤
輩
輝
横

＋
ρ
屋

ホ
9
鎚

－
｝
・
9
　
申
b
つ

÷
O
■
ζ
◎
紳

＋
O
⇔
瞬

＋
9
嵩

か
9
8

＋
C
●
霰

＋
O
・
課

＋
9
嶺

9
0
雛
9
8

9
0
0
0

ρ
O
Q
o

O
’
O
o
O

g
O
G
o

O
b
G
。

9
8

0
．
O
こ
⇔

O
b
。
こ τ

・＋
O
．
ヨ

難
　
雰

讐
　
瀞

N一一一一一一，一一一一V’

　　o
　　o　　en

か
く
し
て
氏
は
、
第
一
期
に
於
て
争
論
せ
ら
れ
控
心
能

相
關
問
題
に
、
積
極
的
、
解
決
を
撒
量
的
に
輿
へ
、
更
に
歩
を

甦
め
て
歴
ぎ
慧
ず
錠
9
レ
。
隔
靴
3
、
8
琶
琶
○
引
写
｝
釦
。
湊
①
暮
紛
鑓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
二

2
2
零
】
訴
ぎ
夢
㊦
圃
暮
⑦
ヨ
轟
轟
塗
ぎ
導
翼
3
護
謬
。
ご
善
島
＄
－

・，

E
圃
乙
≧
舞
毒
さ
貯
仲
畷
6
こ
e
韓
零
子
忌
ぎ
⇔
笥
8
の
問
題
に

突
入
し
尤
。
こ
の
雨
者
の
典
通
要
素
を
簡
明
に
、
氏
は
一
般

的
叡
智
（
傘
窪
霞
篇
回
暮
亀
撹
。
認
8
ご
般
的
辮
別
（
O
魯
霞
巴

U
ぎ
鉱
巳
影
ぎ
露
）
と
名
け
、
こ
の
爾
者
の
眞
の
相
關
度

を
定
あ
る
・
π
め
に
附
録
働
的
の
二
公
式
を
用
ひ
た
。
然
る

に
其
結
果
は
何
れ
の
葺
合
竜
一
．
・
○
○
に
頗
る
近
似
す
る

か
ら
、
叡
智
に
含
綾
る
＼
共
通
に
し
て
本
賛
的
な
要
素

は
鳳
転
作
馬
に
含
ま
る
興
通
に
し
て
本
質
的
な
要
素
と
全

然
」
致
す
る
も
の
な
う
と
（
夢
0
8
日
彰
O
鱒
師
毎
釦
⑦
ω
ω
Φ
暮
鍵
一

巴
9
器
き
言
離
5
ぱ
三
一
崎
¢
q
窪
。
三
三
爵
。
囮
ぐ
8
営
。
鑓
①
の
鼠
夢

昏
Φ
8
彰
影
象
車
働
⑦
ω
。
・
Φ
⇔
諭
鎮
⑦
｝
㊦
諺
Φ
客
貯
夢
①
σ
Q
o
器
。
受

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

舅
毒
隻
○
器
）
結
論
し
π
（
三
二
百
六
十
九
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
ス
ピ
ヤ
マ
ン
は
更
に
重
ん
で
、
學
按
内
の
叡
智
。
學
按
外

の
常
識
・
翠
黛
的
辮
別
・
晋
樂
酌
材
能
等
の
相
關
係
歎
を
附

録
働
の
公
式
に
適
用
し
て
見
る
と
、
十
二
種
の
債
は
、
何

れ
も
一
。
○
○
に
近
く
、
莫
卒
均
は
一
。
○
○
で
あ
っ
て
、

9



　
　
畢
均
錯
差
は
僅
に
○
。
〇
五
に
過
ぎ
臓
こ
と
を
鰻
見
し
π

　
　
　

　
　
（
三
二
百
七
十
二
頁
）
。
か
く
の
如
く
智
的
厩
肥
の
何
れ
の

　
　
（

　
　
組
合
を
と
る
竜
、
其
債
の
一
・
○
○
に
近
き
は
，
各
心
移
問

　
　
に
、
あ
る
共
通
の
作
用
の
存
在
せ
る
π
め
な
ウ
と
推
定
し
、

　
　
へ
　
や
　
な
　
ぬ
　
ぬ
　
ゆ
　
マ
　
マ
　
　
や
　
ゆ
　
ち
　
ぬ
　
も
　
ゑ
　
　
あ
　
あ
　
　
お
　
ゑ
　
ゑ
　
ゑ
　
つ
　
　
ゑ

　
　
す
べ
て
の
智
的
作
用
に
は
普
遍
酌
作
用
の
存
在
せ
る
も
の

　
ぬ
　
で
　
　
や
　
む
　
　
ぬ
　
あ
　
も
　
ゑ
　
　
へ
　
ぬ
　
ゑ
　
や
　
　
お

　
　
な
る
可
も
と
の
學
読
を
登
表
し
控
G
（
臨
｝
蓉
箋
ぼ
き
唐
突
9

　
帥
算
Φ
出
①
o
鍵
巴
蓉
麟
く
騨
埋
り
黙
Φ
冒
8
諺
岩
b
認
。
器
幽
彦
a
臣
雫

　
暮
歌
仙
諺
◎
賦
g
（
2
．
σ
q
捧
．
。
離
篭
彦
。
ぎ
葵
）
覇
囮
お
話
舘
夢
①
器
労
i

　
訟
ゑ
掃
あ
9
毒
忌
8
漆
◎
免
①
岩
＄
欝
。
塗
｝
あ
器
ぴ
三
ε
、
ろ
。
＄
讐
閲
苧

　
6
震
②
帥
。
ぴ
④
蕎
同
｝
つ
蟹
」
・
象
濤
同
⑦
蓉
坤
○
ぎ
葛
多
酔
営
巳
一
轡
一
6
0
げ
｝
丁

　
　
　
　
ラ

　
Φ
努
（
三
二
百
八
十
四
頁
）
。
す
べ
て
の
智
的
活
動
に
普
遍
的

　
　
　
く

　
に
含
蓄
せ
ら
る
㌧
墓
本
的
作
用
の
如
何
疑
る
性
質
の
竜
の

　
　
　
　
　
ラ

　
な
る
か
は
三
に
は
言
及
す
る
を
避
け
て
居
る
が
、
こ
の
普

　
　
　
　
　
（

　
遍
朗
作
用
の
磁
壁
は
學
界
の
注
意
を
引
き
、
千
九
百
九
年

　
　
に
は
米
國
の
ソ
劃
ン
ダ
イ
ク
が
無
封
の
厳
親
誓
事
實
を
提

　
出
し
て
、
之
を
論
駁
し
て
居
る
（
六
三
百
六
十
四
一
三
百

跡
　
六
十
九
頁
）
。
こ
の
後
に
於
け
る
心
能
相
蘭
研
究
の
中
心
問

　
　
　
　
　
　
難
　
　
　
録
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ

　
　
　
　
　
　
セ
　
や
　
も
　
や
　
や
　
む
　
や
　
ゆ
　
ぬ
　
ゆ
　
ぬ
　
ぬ
　
あ
　
や
　
む
　
ぬ

題
は
、
皆
こ
の
知
的
作
用
の
普
遍
的
要
素
の
存
否
並
に
其

や
　
　
ゐ
　
　
や
　
　
や
　
　
ゆ
　
　
ゆ
　
　
あ
　
　
や
　
　
マ

性
質
に
蘭
係
し
て
居
る
。

　
ス
ピ
ヤ
マ
ン
は
千
九
百
四
年
に
登
表
し
だ
學
読
を
更
に

強
勢
に
主
張
せ
ん
が
埋
め
に
、
ク
ヅ
ユ
喜
ゲ
ル
と
共
同
し
、

暑
の
高
さ
の
辮
別
、
エ
ピ
ソ
グ
ハ
ウ
ス
の
盛
合
實
験
、
識

別
鰯
飯
、
撫
算
、
藪
の
認
憶
の
頗
る
精
密
凍
る
實
験
を
遽
行

し
、
更
に
工
葺
〃
ン
の
過
去
の
結
果
を
利
用
し
、
此
等
の

結
果
を
整
理
す
る
に
ゼ
ヤ
ソ
ン
の
公
式
及
び
竹
馬
の
考
案

　
　
ぬ
　
　
へ
　
　
や
　
　
や
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
　
　
や
　
　
ヤ
　
　
や

し
た
補
充
公
式
（
㌍
咳
農
諺
σ
脅
・
・
ま
岡
目
鉱
）
訂
正
公
式
（
深

。
羅
夢
路
。
墓
門
9
白
鼠
×
附
録
の
の
↑
匂
㈲
）
を
使
用
し
だ
。

　
両
氏
拡
こ
の
研
究
に
於
て
．
且
つ
最
初
に
知
的
作
用
の

普
遍
的
要
素
の
存
在
を
假
写
し
、
之
を
次
の
如
く
し
て

槍
懐
し
た
。
今
鑑
に
黙
瓦
な
る
二
種
の
心
能
が
あ
ウ
、
そ

れ
が
P
な
る
普
遍
的
要
素
を
持
つ
と
假
慣
す
る
。
又
他
方

に
嘗
て
蟻
勉
．
な
る
心
能
が
あ
っ
て
、
之
に
Q
な
る
普
遍
的

要
素
が
含
綾
れ
て
居
る
と
す
る
。
若
し
2
と
Q
が
杢
く
同

一
な
ら
ば
、
P
と
Q
の
網
翻
系
数
は
一
襲
○
○
と
な
ら
ね

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



／
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哲
　
學
　
研
　
究
　
　
第
三
號

ば
な
ら
諏
。
若
し
魚
島
と
焦
、
及
び
蟻
と
蟻
と
の
相
馬
が
一

の
同
一
な
原
因
か
ら
生
幽
し
た
と
す
る
な
ら
ば
、
町
及
び

乳
は
鉱
及
び
儀
”
の
場
合
と
同
様
な
普
遍
的
要
素
を
有
す
と

云
は
れ
る
。
か
く
考
へ
る
と
、
普
遍
的
要
素
の
問
題
は
、
数

右
上
の
問
題
に
礎
化
さ
せ
て
研
究
す
る
こ
と
が
出
謬
る
。

聡
鳥
蟻
亀
は
P
叉
は
Q
に
依
鵬
す
る
と
同
時
に
亦
あ
ら
ゆ

る
可
能
的
な
偶
然
の
誤
謬
に
影
響
せ
ら
れ
て
居
る
。
故
に

≧
の
偶
然
的
誤
謬
を
補
充
公
式
に
て
除
去
し
カ
る
上
で
、

す
べ
て
の
相
開
が
あ
る
一
原
因
に
起
因
す
る
な
ら
ば
、
骨

揚
合
に
次
の
如
き
公
式
が
、
成
立
す
画
き
で
あ
る
。

　　

ｨ
－
ジ
．
（
男
、
緊
即
盛
翠
隔
惚
・
）
比

　
　
好
ゆ
…
ら
伴
ゆ
㊦
芒
悪
臣
鷺
る
る
回
…
露
£
二
毛

　
　
伴
㊦
晶
”
灘
融
彊
．
録
凄
が
酔
言
矯
唾
。

　
　
冒
：
：
算
燧
誌
竃

　
個
々
の
相
關
系
籔
を
上
の
公
式
に
適
駕
し
て
見
る
と
、

何
れ
竜
虻
ハ
償
は
一
・
○
○
に
近
く
、
相
互
問
の
相
違
は
○
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
総

一
〇
で
あ
る
．
央
故
に
あ
ら
ゆ
る
覇
關
に
は
、
普
遍
的
要

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
　
ゆ
　
ゑ
　
ゑ

素
の
存
在
せ
る
竜
の
と
論
定
し
、
之
を
中
心
要
素
（
N
¢
㌣

露
霜
簿
亀
）
と
描
け
た
（
一
八
十
四
一
八
十
六
頁
）
。
「

　
こ
の
唯
扁
の
婆
心
要
素
存
在
の
學
読
は
、
叉
他
の
方
法

に
依
り
颪
魏
的
に
謎
明
す
る
乙
と
が
購
売
る
と
て
、
次
の

如
き
読
明
を
試
み
て
居
る
。
鋳
劉
の
相
關
が
》
ヒ
ヴ
よ
う
．
大
孜

れ
ば
、
上
の
學
読
に
よ
っ
て
誤
Q
（
葱
愚
灘
“
御
㌧
ピ
一
固
一
跨
回
）
露
罵
Φ

（
罵
犀
ヒ
弓
H
）
よ
う
歪
面
で
あ
る
。
叉
園
O
（
雛
搾
押
W
ご
が
O
な

れ
ば
、
叉
b
O
（
臣
餌
》
H
）
も
0
で
あ
る
。
こ
の
關
係
に
從

っ
て
あ
ら
ゆ
る
相
關
系
轍
を
其
償
の
大
小
に
依
っ
て
正
し

く
配
列
す
る
な
ら
ば
、
零
を
除
く
の
外
の
各
系
籔
は
其
右

及
び
下
の
あ
ら
ゆ
る
竜
の
よ
う
大
で
あ
う
、
若
し
叉
零
の

債
が
現
は
る
㌦
な
ら
ば
、
縦
か
横
か
の
方
向
に
於
て
零
が

現
れ
な
け
れ
ば
な
ら
緯
筈
で
あ
る
。
こ
の
理
論
を
實
際
の

係
歎
に
適
用
し
て
見
る
と
、
第
四
表
の
如
く
不
可
思
議
な

程
一
致
す
る
の
で
あ
る
一
八
十
六
－
八
十
七
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
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爾
氏
は
蜥
く
の
如
く
に
二
種
の
讃
声
明
を
搦
ひ
て
、
．
智
帥

作
用
に
は
常
無
爵
る
中
心
要
素
の
存
在
せ
る
、
G
と
を
確
あ

進
ん
で
、
r
千
九
百
四
年
の
丈
献
に
於
て
懸
案
と
し
て
残
し

　
つ
　
ゑ
　
や
　
ぬ
　
ゆ
　
ぬ
　
ぬ

麦
、
虚
心
要
素
の
牲
質
を
吟
属
せ
ん
と
企
て
、
申
心
要
素
贋

　
　
　
　
　
難
　
　
　
鍛

　
（
撃
艮
巨
蓄
き
を
算
出
し
た
。
其
結
呆
に
よ
る
と
申
心
要

　
素
儂
は
猫
ウ
注
意
の
集
申
、
書
写
力
等
を
要
す
る
心
能
の

　
　
　
　
　
　
　
　
ま
　
　
ヘ
　
　
ヤ

　
み
な
ら
ず
、
孚
ば
反
琳
病
的
な
る
嵩
認
功
績
に
も
一
様
に

　
高
い
の
は
、
高
等
な
意
味
に
於
け
る
眞
の
叡
摺
の
申
心
要

　
素
と
は
全
く
別
な
る
他
の
要
素
に
墓
く
も
の
で
な
け
れ
ば

　　な
ら
毅
。
そ
し
て
こ
の
要
素
は
純
心
的
の
竜
の
と
は
考
へ

　
ら
れ
な
い
、
寧
ろ
精
榊
物
理
的
の
竜
の
な
ら
ん
と
鯵
鐸
し

　
て
、
ヴ
ン
ト
、
飲
口
ル
ン
、
ビ
ネ
｝
等
の
見
解
に
反
し
、
之
を

　
　
　
　
　
　
へ
　
や
　
ゆ
　
な
　
も

　
紳
経
系
統
の
可
塑
的
機
能
（
麗
霧
豪
鋳
◎
隠
5
巳
幾
。
一
回
霧
）
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
基
く
竜
の
な
る
細
し
と
推
定
し
た
（
繍
八
十
八
一
百
八
頁
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

　
　
ス
ピ
ヤ
マ
ン
は
更
に
千
九
百
十
二
年
に
至
ウ
、
一
般
能

　
力
（
σ
⇔
霞
Φ
霧
～
茎
ξ
）
に
封
ず
る
下
説
を
論
評
し
て
、
共

　
存
在
を
確
謹
し
、
其
性
質
を
8
琶
舅
§
卑
下
焦
犀
”
竃
σ
⇔
紀

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ラ

　
に
鯨
着
せ
し
め
て
居
る
（
七
五
十
一
～
八
十
四
頁
）
。
か
く

　
し
て
聯
経
の
可
塑
的
機
能
の
學
．
読
は
精
力
の
概
念
に
よ
つ

　
て
饗
更
せ
ら
れ
て
居
る
。
心
能
相
開
の
原
因
及
び
共
性
質

　
に
闘
す
る
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の
學
説
は
、
學
者
の
張
烈
な
る
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
置
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哲
　
學
　
醗
、
究
　
　
第
一
笛
魏

味
を
喚
趨
し
、
先
に
も
蓮
ぺ
だ
る
如
く
先
づ
ソ
ル
ン
ダ
イ

ク
の
反
論
現
れ
ハ
短
い
て
少
紅
の
學
者
が
之
を
中
心
問
題

と
し
て
研
究
に
努
力
し
て
居
る
。
千
九
百
九
年
バ
ド
ト
は

普
遍
的
要
素
の
解
繹
に
つ
き
興
味
あ
る
評
論
を
加
へ
、
（
八

｝
臼
六
十
九
頁
）
、
千
九
百
十
・
年
ブ
ラ
ウ
ン
は
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の

　
　
　
　
　
　
　
　
は
エ
ラ
み
ヒ
ツ
セ
　
ア
ソ
オ
ル
ド
ウ
ソ
ゲ

螢
啓
し
π
枳
闘
係
数
の
一
定
の
配
列
系
統
に
反
封
せ
る
結

果
を
墨
げ
π
。
そ
れ
は
千
九
百
九
年
に
螢
表
し
た
ソ
鋼
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ダ
イ
ク
の
説
に
傾
い
て
居
る
（
九
三
百
十
三
頁
）
。
千
九
百

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（

十
一
年
ヴ
ン
ト
は
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の
紳
経
の
可
塑
的
機
能
読

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ウ

に
度
書
し
て
、
拷
論
を
主
張
し
て
居
る
（
ナ
五
百
九
†
八

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
く

頁
）
。
千
九
百
十
三
年
に
至
ウ
ソ
川
ン
ダ
イ
ク
は
從
來
の
見

解
を
稽
謎
じ
て
漸
次
ス
ピ
ヤ
マ
ン
に
接
近
の
傾
向
が
見
え

　
う
る
（
土
三
百
六
十
四
一
三
百
七
十
一
頁
）
。
千
九
百
十
五
年

　
（

に
は
ウ
エ
ブ
が
ス
ビ
ヤ
マ
ン
、
の
指
導
の
下
に
艶
問
題
を
研

究
し
て
居
る
。
其
結
果
は
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の
普
遍
的
要
素
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

存
在
を
肯
定
し
、
更
に
彼
は
智
的
作
用
の
み
な
ら
ず
、
性

ぬ
　
あ
　
ヤ
　
や
　
　
で
　
を
　
も
　
ゑ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き

酪
に
竜
普
遍
的
要
素
が
あ
る
と
初
め
て
提
言
し
π
（
は
五

叫
〇
六

帝

十
一
ご
一
五
十
九
頁
）
。

　
今
勲
等
の
學
者
の
見
解
に
つ
き
て
比
較
詳
記
す
る
の
紙

面
が
な
い
が
、
要
す
る
に
ス
ピ
ヤ
マ
ン
の
中
心
要
素
の
學

説
は
智
的
作
用
の
心
理
學
上
盤
竜
興
味
あ
る
込
の
で
あ

る
。
學
者
は
之
に
つ
き
何
と
か
決
定
的
の
解
決
を
下
さ
ね

ば
な
ら
澱
が
、
今
露
ま
で
の
所
で
は
凌
だ
最
後
の
結
論
に

介
し
て
い
な
い
。
心
土
相
閥
研
究
の
主
要
な
る
軸
労
力
は
、

當
分
こ
の
方
面
に
向
け
ら
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